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● 定例会　（平成 30 年度一般会計予算）

● 議案等の質疑　（道志村副村長の設置は）
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３ 月
定例会
　３月定例会は３月７日から 16 日まで開催され、条例制定（４件）、条例改正（13 件）、条例廃止 （2 件）、指
定管理者の指定（4 件）、29 年度一般会計補正予算、特別会計補正予算（計７件）、30 年度一般会計予算、30
年度特別会計予算（計７件）、合計 39 案件を審議し、原案通り可決承認しました。
　今回は初日に 4 人の議員が一般質問を行い村政の考えを問い、3 日目には条例の制定と補正予算の可決、
最終日にはその他の議案、合計 39 議案と 2 件の人事案件を審議し可決しました。

おもな審議事項

副村長の設置と関係条例を議決

・道志の湯及び農林水産物処理加工施設豆腐加工所の指定管理者を決定（期間３年間）

・道志村福祉センターと道志水源の森の指定管理者を決定（期間３年間）

●指定管理者の指定を議決

・道志村副村長の専任について
・道志村教育委員会教育長の任命について

●同意

・年度末で予算執行決定に伴う件が主で全て議決
●平成 29 年度特別会計補正

●平成 30 年度特別会計予算７会計を議決

●条例制定、改正を議決
副村長の定数を定める条例、  副村長の設置に伴う関係条例の整備に関する条例、いじ
め防止対策推進条例、他
国民健康保険条例の一部を改正する条例、道志村課設置条例の一部を改正する条例、他

条 例 制 定　 4 件

条 例 改 正　 13 件

●平成 29 年度一般会計補正　9084 万円を減額、総額 20 億 684 万円で議決
・村 税
・国 庫 支 出 金
・県 支 出 金   
・村 債

3 1 8 万円
△ 1 0 2 6 万円
△ 6 6 5 0 万円

3 4 4 0 万円

（村民税、固定資産税、入湯税、他）
（国庫負担金、国庫補助金、他）
（県負担金、県補助金、他）

お も な 財 源
（ 補 正 分 ）

・総 務 費
・民 生 費
・農林水産業費
・教 育 費
・諸 支 出 金

△ 1 6 5 3 万円
△ 1 億 1 9 0 2 万円

6 1 2 4 万円
△ 8 4 2 万円

2 4 3 0 万円

（情報通信施設管理費、電子計算機費、他）
（介護基盤整備事業、障害者福祉費、他）
（中山間地域所得向上支援事業、林業振興費、他）
（道志小中学校管理費、体育振興費）
（基金費）

お も な 使 い み ち
（ 補 正 分 ）

●平成 30 年度一般会計予算、総額 19 億 5500 万円で議決

・総 務 費
・民 生 費
・土 木 費
・教 育 費

5 億 1 4 2 6 万円
2 億 5 5 8 4 万円
2 億 1 9 2 7 万円
1 億 7 9 3 7 万円

（サテライトオフィス誘致事業費、他）
（社会福祉総務費、老人福祉費、他）
（住宅建設費、道路維持費、土木総務費　他）
（義務教育振興費、学校維持費、他）

お も な 使 い み ち

・村 税
・地 方 交 付 税
・県 支 出 金   
・寄 付 金

1 億 9 2 0 3 万円
9 億 4 8 5 8 万円

5 6 0 2 万円
1 億 4 5 5 3 万円

（県負担金、県補助金、委託金）
（一般寄付金、どうし森づくり基金寄付金）

お も な 財 源
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平成 30 年度   一般会計予算

19億5500万円を可決

総　務　課　

●公 有 財 産 管 理 事 業 　　1645 万円 ●情 報 シ ス テ ム 事 業 1776 万円
●情報通信施設管理事業 1 億 6151 万円 ●消 防 団 施 設 管 理 事 業   365 万円
●防災行政無線管理事業  683 万円 ●消 防 団 活 動 事 業 960 万円
●災 害 対 策 事 業  337 万円

ふ る さ と
振　興　課　 

●横浜市道志情報館事業 1455 万円 ●公 共 交 通 対 策  1008 万円
●移 住・ 定 住 促 進 事 業  713 万円 ●創 業 支 援 事 業  100 万円
●通学支援実証運行事業  993 万円 ●サテライトオフィス誘致事業 1887 万円

住民健康課　 
●社会福祉協議会運営事業 　　1243 万円 ●重度心身障害者医療費助成事業  830 万円
●障害者自立支援介護給付事業 2280 万円 ●予 防 接 種 事 業   464 万円 
●すこやか子育て医療費助成事業  513 万円 ●結 婚 相 談 事 業   129 万円

産業振興課
●一 般 廃 棄 物 処 理 事 業 　　5573 万円 ●村 営 住 宅 建 設 事 業 4660 万円
●農業基盤整備促進事業  1210 万円 ●林 道 改 良 事 業  702 万円
●橋梁長寿命化修繕事業 1040 万円 ●地域おこし協力隊事業  1237 万円

教育委員会
●村 単 教 員 設 置 事 業 　　1552 万円 ●ＪＥＴプログラム推進事業   449 万円
●学校スクールバス委託事業 3278 万円 ●学 校 給 食 事 業  2216 万円
●小 中 学 校 整 備 事 業 648 万円 ●入 学 祝 金 支 給 事 業    105 万円

平成 30 年度  一般会計予算の主な事業は

平成 30 年度  特別会計予算は
会 　計　 名 平成 30 年度予算 平成 29 年度予算 前年度比

国 民 健 康 保 険 3 億 118 万円 3 億 4534 万円 △ 12.8％

国 民 健 康 保 険 診 療 所 1 億 1627 万円 1 億 1929 万円 △ 2.5％

簡 易 水 道 事 業 　　9856 万円 6607 万円 49.2％

介 護 保 険 2 億 467 万円 2 億 1084 万円 △ 2.9％

介護保険サービス事業 59 万円 　　  　138 万円 △ 57.4％

浄 化 槽 事 業 1 億 978 万円 1 億 1351 万円 △ 3.3％

後 期 高 齢 者 医 療 4704 万円 　   　4466 万円 5.3％

合　　　計 8 億 7808 万円 9 億 109 万円 △ 2.6％

情報通信施設管理費
1 億 6150 万円など
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平成 30 年度   一般会計予算

前年度比
プラス

2.1％

歳出
総務費

民生費

衛生費
商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

農林
水産業費

歳入

その他

寄付金

繰入金

村税

村債

地方交付税

国庫、県支出金

4166 万円（2.1％）

皆さんに納めていただくお金
1 億 9203 万円（9.6％）

5 億 1426 万円（26.3％）

2 億 5584 万円
（13.1％）

1 億 1790 万円
（6.0％）

1 億 4802 万円（7.6％）5996 万円（3.0％）

2 億 1927 万円（11.2%）

1 億 91 万円
（5.2%）

1 億 7937 万円
（9.2％）

3 億 1051 万円
（15.9％）

その他の内訳　　　　　
・繰越金　　　　　　    7000 万円
・使用料及び手数料　    5370 万円
・諸収入　　　　　　    1136 万円
・分担金及び負担金　　  220 万円
・その他の交付金、他     4331 万円
　　　　（9.2％）

横浜市から交付される
お金と道志村応援寄付金
1 億 4553 万円  （7.4％）

国・県から交付され使える補助金
1 億 942 万円（5.6％）

730 万円（0.4%）

村で使えるお金
9 億 4858 万円（48.5％）

議会費その他

※　数値は万円単位に調整してあります。

財政調整基金繰入金など　
1 億 441 万円（5.3％）

村の借金
2 億 7446 万円（14％）
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本定例会で行った、協議会での質疑の一部を紹介します。

議案等の質疑ＡＡQQ＆＆

副村長の定数を定める条例はＱ

Ａ 国・県の動向をいち早く捉えるとともに、地域を超えた自治体との交流、連
携強化のために副村長を置くことが、地域振興に繋がる。

●どうして副村長をおくのか？

サテライトオフィス誘致事業はＱ

Ａ 本年度はお試しを兼ねたサテライトオフィスを１件整備予定。ＰＲや企業と
のマッチング案内をする「誘致コンシェルジュ」に支援業務を委託。住民か
らもパブリックコメントを公募し誘致事業に反映していく。

●誘致構想は？

　今会期中、７日間全員協議会を行い、合計 39 件の議案と２件の人事案件を

協議しました。

　道志村副村長の定数を定める条例では、村当局からの説明に対し多くの質疑

応答ののち本会議での採択となり、質疑、反対討論（１名）、賛成討論（２名）の後、

採決を行い、賛成５、反対４で可決しました。また、最終日の副村長の人事案

件についても同様の結果にて可決しました。

　尚、その他の案件については、全て全会一致にて可決しました。

道志の湯の料金改定Ｑ

Ａ 平成 30 年 4 月 1 日から実施。原材
料の高騰等によるため。尚、平日限
定券は 11 枚から 13 枚になります。

●いつから、何のために、料金は？ 改定後の利用料金

村民
大人 １日 500 円
子ども・老人・障害者 １日 350 円

村民以外
大人 １日 700 円
子ども・老人・障害者 １日 550 円
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ふるさと創生推進室をふるさと振興課へＱ

Ａ これまで、ふるさと創生室で行っていた人口減少対策事業に加え、サテライ
トオフィス誘致事業、公共交通対策事業、広聴広報、情報通信事業、オリン
ピックへの対応など新たな政策課題の解決から村内外への情報提供までを一
元化して行きます。
効率的でスマートな行政運営を目指します。

●ふるさと振興課の業務内容は？

国民健康保険制度改正はＱ

Ａ 国保制度改正に伴い、今後の運営は、「山梨県国民健康保険運営方針」に基
づき運営していきます。算定方式として、資産割を除く所得割・均等割・平
等割の３方式の課税を目指しています。健全で安定的な運営をしていくため
に国、県において激変緩和措置として財政支援を６年間行い、今後は資産割
を２年で廃止し、保険料から保険税への変更を検討しています。

●平成30年度から都道府県において運営を行う内容は？

通学支援実証運行事業はＱ

Ａ 中高生の父兄を対象に実施したアンケート結果を踏まえて、国の補助事業
（100％補助）を導入し、本年度９月から試験運行を実施予定です。
試験運行では、高校生の通学と通塾の復路のみ（大月、富士吉田から各 1 便）の
支援を行う予定で、時刻等の詳細は試験運行の中で検証していきます。

●高校生の送り迎えは？

議案等の質疑ＡＡQQ＆＆
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一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

   
村
政
を
問
う

※
一
般
質
問
の
形
態
・
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
９

月
定
例
会
か
ら
一
問
一
答
方
式

を
試
行
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

3 月定例会一般質問一覧

４
人
の
議
員
が
質
問

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

・
本
文
掲
載
は
要
旨
の
み
で
す
。

・
再
質
問
は
議
事
録
で
閲
覧
で
き

 

ま
す
。

・
議
事
録
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

 

５
月
中
旬
ご
ろ
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
次
回
定
例
会
は
6
月
に
開
催
し
ま
す
。

・
傍
聴
の
定
員

　

本
会
議
10
人
（
席
の
都
合
上
）

・
3
月
定
例
会
の
傍
聴
実
績

　

本
会
議
7
人

・
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

 　

☎
 ０
５
５
４

－

52

－

２
１
１
２

■ 佐藤　和彦 議員

１. 子育て支援策の公共交通は

２. サテライトオフィスの受け入れ態勢は

■ 佐藤　進 議員

１. ふるさと納税の取り組みは

２. 東京オリンピック自転車ロードレースに対する

     村の取り組みは

■ 佐藤　一仁 議員

１. 公共交通に対する検討結果は

２. 道志の湯の今後の経営対策は

３. 県道都留道志線防災トンネルの進捗状況は

■ 山口　博康 議員

１. 公共工事の早期発注は

２. 野原～月夜野間トンネルの現状は

３. 青根地区の道路改良の状況は
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Ａ
佐
藤

公
共
交
通
の
維
持
・
充
実

に
対
す
る
検
討
結
果
は

　

昨
年
11
月
、
中
高
生
の
保

護
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、
高

校
通
学
の
復
路
に
つ
い
て
不

便
を
感
じ
る
と
の
意
見
が
多

い
の
で
、
平
成
30
年
9
月
ご

ろ
か
ら
、
富
士
吉
田
方
面
、

都
留
、
大
月
方
面
の
実
証
運

行
を
行
う
予
定
で
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い

て
商
工
会
と
の
連
携
は
、

ま
た
、
補
助
金
の
推
移
は

　

中
小
企
業
の
た
め
の
経
営

　

発
達
支
援
計
画
を
策
定

　

平
成
29
年
度
、
村
か
ら
の

運
営
補
助
金
を
利
用
し
て
、

小
規
模
事
業
者
支
援
強
化
に

向
け
た
経
営
発
達
支
援
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

7
件
21
万
円
の
利
子
補
給
事

業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
商

工
会
運
営
補
助
金
は
前
年
よ

り
50
万
円
増
額
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
観
光
協
会
と
の
連
携

と
そ
の
考
え
は

　

観
光
協
会
と
共
に
道
志

　

村
農
泊
実
施
協
議
会
を

　

立
ち
上
げ
て
受
け
入
れ

　

態
勢
を
充
実

　

観
光
産
業
の
振
興
の
た
め
、

平
成
29
年
度
関
係
者
共
同
で

「
道
志
村
農
泊
実
施
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
そ
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
事
業
の
推
進

は
、
み
な
も
と
体
験
館
、
子

ど
も
農
山
漁
村
地
域
協
議
会

を
中
心
に
観
光
協
会
と
行
政

が
一
体
と
な
り
交
流
人
口
の

増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
道
志
の
湯
は
、
本
年
度

９
０
０
万
の
赤
字
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
今
後
の
対
策
は

　

料
金
改
定
、食
堂
の
充
実
、

　

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り

　

経
営
の
改
善
に
努
め
る

　

道
志
の
湯
は
、
村
民
の
福

利
厚
生
施
設
の
役
割
も
大
き

く
、
経
営
の
安
定
は
重
要
課

題
で
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
利
用
料

金
改
定
、
食
堂
の
充
実
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り

経
営
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　　
県
道
都
留
道
志
線
防
災

ト
ン
ネ
ル
事
業
化
に
向
け

て
の
進
捗
状
況
は
、
ま
た
、

期
成
同
盟
会
の
開
催
は

　

村
の
強
靭
化
計
画
に
も

　

位
置
付
け
て
お
り
都
留

　

市
と
協
議
を
進
め
る

　

県
と
し
て
は
、
平
成
30
年

度
、
富
士
北
麓
地
域
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
会
を
設

置
す
る
中
で
協
議
し
て
い
く

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
早
期
実
現
の
た
め
に

も
、
現
在
進
め
て
い
る
国
道

４
１
３
号
、
道
志
バ
イ
パ
ス

の
完
成
を
優
先
し
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
村

と
し
て
は
、
都
留
市
と
協
議

を
進
め
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

（
再
質
問
あ
り
）

公共交通に対する検討結果はＱ
高校通学の復路について実証運行を実施する

ＱＡ

総
務
課
長

道志村商工会館

佐藤一
かずひと

仁  議員

Ｑ

Ｑ Ｑ

Ａ

Ａ Ａ

村
長

村
長

村
長

村
長
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工事中の横山トンネル

山
口

公共工事の早期発注は
県の担当部署と相談

公
共
工
事
の
早
期
発
注
の

対
応
は

　

国
や
県
か
ら
補
助
金
を
受

け
る
事
業
は
、
補
助
金
決
定

を
待
っ
て
か
ら
の
着
手
と
な

る
の
で
、
そ
の
後
設
計
・
積

算
を
行
い
、
工
事
発
注
が
10

月
以
降
に
な
る
こ
と
が
大
半

で
す
。
村
単
独
事
業
で
も
土

地
交
渉
や
設
計
積
算
な
ど
で

工
事
発
注
が
遅
れ
て
し
ま
う

事
例
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

工
事
の
発
注
時
期
の
偏
り

に
よ
り
入
札
へ
の
影
響
や
完

成
時
期
の
遅
れ
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
県
の
担
当
部
署
と

相
談
し
、
事
務
手
続
き
の
簡

素
化
な
ど
を
町
村
会
経
由
で

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
野
原
～
月
夜
野
間
ト
ン

ネ
ル
の
、
県
に
よ
る
用
地

交
渉
の
進
捗
状
況
は

　

 

慎
重
に
打
ち
合
わ
せ

　

県
が
直
接
実
施
し
て
い
る

こ
と
や
個
人
情
報
に
関
わ
る

内
容
で
す
の
で
詳
細
に
つ
い

て
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
が
、

村
の
重
要
な
事
業
で
す
の
で

県
と
慎
重
に
打
ち
合
わ
せ
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
工
事
着
工
後
湧
水
の
利

用
は

　

特
に
考
え
て
い
な
い

　　

他
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場

の
事
例
を
見
て
も
湧
水
が
あ

る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
ま

す
。
場
所
や
量
な
ど
に
よ
り

対
応
も
変
わ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
現
時
点
で
は
湧
水
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
村
で

は
特
に
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

青
根
地
区
横
山
ト
ン
ネ

ル
の
早
期
完
成
と
道
路
改

良
に
つ
い
て
相
模
原
市
へ

村
と
し
て
の
要
望
は

　

早
い
時
期
に
要
望

　

青
根
か
ら
青
野
原
ま
で
の

国
道
４
１
３
号
の
改
良
に
つ

い
て
、
観
光
客
の
大
半
が
利

用
し
て
い
る
こ
と
や
相
模
原

方
面
に
出
か
け
る
村
民
の
方

も
多
い
の
で
関
心
も
高
く
、

村
と
し
て
も
改
良
計
画
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
把
握
し
て
お

く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。　

　

国
道
４
１
３
号
全
体
の
現

状
と
進
捗
状
況
を
共
有
す
る

意
味
も
込
め
て
神
奈
川
県
側

を
担
当
し
て
い
る
相
模
原
市

と
、
早
い
時
期
に
要
望
や
意

見
交
換
の
機
会
を
つ
く
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
再
質
問
あ
り
）

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ｑ Ｑ ＡＡ

Ａ

村
長

村
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

山口博
ひろやす

康  議員
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Ａ
佐
藤

高
校
生
の
通
学
や
、
学
習

塾
の
送
迎
に
つ
い
て
、
ニ
ー

ズ
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
と
対
応
は

　

昨
年
、
11
月
に
中
高
生
の

父
兄
を
対
象
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
対
策
は
、

今
年
度
、
国
の
補
助
事
業
で

あ
る
「
通
学
支
援
実
証
運
行

事
業
」
を
導
入
し
て
、
試
行

運
行
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

予
算
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
予
算
案
に
、
車
両
の

リ
ー
ス
代
４
４
０
万
円
と
運

行
の
委
託
費
４
４
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

委
託
方
法
や
、
運
行
ダ
イ

ヤ
等
は
、
検
討
し
な
が
ら
平

成
31
年
本
格
運
行
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

構
想
の
誘
致
企
業
の
決
定

は
、
業
種
に
よ
っ
て
は
事

務
所
形
態
も
変
わ
っ
て
く

る
が
受
け
入
れ
態
勢
は
で

き
て
い
る
の
か　

　

構
想
書
を
基
に

　

昨
年
の
11
月
に
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
業

者
選
定
を
行
い
、「
株
式
会
社

あ
わ
え
」
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
構
想
の
策
定
支
援
業

務
を
委
託
し
て
お
り
、
３
月

中
に
構
想
書
を
完
成
さ
せ
る

予
定
で
す
。

　

ハ
ー
ド
整
備
と
し
て
は
、

神
地
地
区
に
あ
る
交
流
活
動

セ
ン
タ
ー
を
モ
デ
ル
施
設
と

し
て
考
え
、
平
成
30
年
度
当

初
予
算
に
予
算
要
求
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
と
し
て
、

企
業
と
道
志
村
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
た
め
の
業
務
に
も
同
様
に

予
算
要
求
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
受
け
入
れ
体
制
は
で
き

て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
業
者
を
中
心
に
、

幅
広
い
業
種
の
方
と
協
議
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
構
想
書
を
基
に
受
け

入
れ
態
勢
も
整
え
て
い
く
予

定
で
す
。

（
再
質
問
あ
り
）

子育て支援策の公共交通は
通学支援実証運行事業を導入

Ｑ

Ａ

Ｑ

総
務
課
長

総
務
課
長

完成した道志村サテライトオフィス誘致構想書

佐藤和
かずひこ

彦  議員
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自転車ロードレース風景

佐
藤

ふるさと納税の取り組みは
対前年度比では増

本
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
と
実
績
は

　

平
成
28
年
11
月
よ
り
楽
天

市
場
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
へ
出
店
し
て
い
ま
す
。

　

出
店
前
の
平
成
27
年
度
の

実
績
は
、
14
件
で
29
万
円

で
し
た
が
、
出
店
後
の
平
成

28
年
度
の
実
績
は
、
50
件
で

69
万
５
千
円
、
今
年
度
は
２

月
末
現
在
で
す
が
、
60
件
で

76
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

対
前
年
度
比
で
み
る
と
件

数
で
20
％
、
金
額
で
10
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自

転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か

　

県
、
山
中
湖
村
と
も

　

連
携
し
取
り
組
む

　

東
京
都
の
調
布
市
を
ス

タ
ー
ト
し
、
富
士
ス
ピ
ー
ド

ウ
エ
イ
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
国
際
自
転
車
協

議
連
合
）
が
現
地
踏
査
の
上
Ｉ

Ｏ
Ｃ
と
協
議
を
行
い
今
後
決

定
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

世
界
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト

な
の
で
、
非
常
に
高
い
見
地

で
の
調
査
を
経
て
、
正
式
決

定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
は
、
こ
の
推
移
を
、
期

待
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
ら
れ
、

地
域
振
興
に
繋
が
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

想
定
の
中
で
の
準
備
で
す

が
、
県
・
山
中
湖
村
と
も
連

携
を
図
り
、
同
一
歩
調
で
進

め
る
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。

　

景
観
の
整
備
、
応
援
ス
ポ
ッ

ト
の
設
置
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

取
り
ま
と
め
な
ど
、
今
後
対
応

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
再
質
問
あ
り
）

Ｑ
Ａ

ＱＡ 村
長

村
長

佐藤 進
すすむ

  議員
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議  会  活  動  報  告
●第 33 回山梨県市町村自治講演会　 平成 30 年 2 月 6 日   

　公益財団法人山梨県市町村振興協会の主催、山梨
県町村会他の後援により自治会館にて行われ、本村
から 3 名が出席しました。講師は社会活動家・法
政大学教授の湯浅誠氏で「子どもの貧困」と題し「子
どもを真ん中においた地域づくりを」がメインテー
マで語られました。貧困は所得に関係なく自信がな
い、つながりがない等現在は 7 人に 1 人の子ども
が該当するそうです。対策としては、地域に開かれ
た交流の場所が必要とされ始めています、その一例
として全国に広がる「子ども食堂」は約 1000 店を
数え多くの地域でその意識が動き出しています。 自治講演会の様子

●山梨県町村議会議長会「議員セミナー」参加　平成 30 年 3 月 23 日   

　鳴沢村、山道ホールにおいて、開催された、第 4 回議員
セミナーに議員 6 名で参加しました。山梨学院大学大学院
研究科長・法学部政治行政学科教授、江藤利昭氏による山
梨県町村議会における課題、小規模市町村をめぐる最近の
動向と課題、なり手不足、町村総会、夜間・休日議会、議
員報酬、政務調査費等実際に取り組んでいる全国各地の例
を紹介した講演がありました。小規模自冶体である、道志
村議会は身近な問題として捉える必要があり、江藤先生の
研修会は充実した内容でした。鳴沢村でのセミナー

●小中学校教諭を対象にアンケート実施 平成 30 年 2 月 13 日

　総務文教常任委員会では、平成 29 年 11 月 27 日に「１．一体型校舎で送る学校生活の問題　２．
一貫教育に向けての考え方　３．特徴ある教育　４．その他」についてアンケートを実施し回答
書を平成 29 年 12 月 11 日頂きました。結果の中には、小中連携について、小中合同マラソン、
強歩大会や小中交流給食、レクリエーション等の行事を行う中で、児童、生徒や教職員同志の距
離感も近くなっているとの回答もありました。また、共用部分の使用時間、校舎の不具合等を総
務文教常任委員会では、アンケート回答の意見の調整を行い、今後道志村の教育環境の充実や小
中学校教育活動に反映できるように、関係者と意見交換をしていきたい。
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議  会  活  動  報  告
●平成 29 年度議会提言書を村に提出 平成 29 年 12 月 14 日   

　建設厚生常任委員会に於いて、村内危険個所、
住民要望など調査を行い 11 項目の要望を長田村
長に提言し受理された。内容においては、西和出
村数雲塚国道からの進入路の改築と防護柵設置、
善之木三ケ瀬線水路新設、池之原橋の拡幅耐震な
どを要望した。 提言書の提出

●山北町議会・道志村議会交流会 平成 29 年 12 月 14 日

　山北町役場において、山北町議会との交流会が行われ
全員で参加しました。山北町では、平成 32 年度開通予定
の新東名高速道路と同時開通予定の「仮称山北スマート
インターチエンジ」の実現への経緯及びその周辺工事に
ついて、山北町新東名対策室長藪田孝宏氏より説明があ
りました。その後平成９年国道 413 号と県道 76 号を結
ぶ路線の開設協力要請を行った経緯と経過説明を、山口
博康議員が行い、これを機に交流会を継続して行くこと
を決めました。また、スマート IC 建設現場に行き、工事
の進め方、建設方法など、最新技術の説明を受けました。工事担当者からの説明

●道志村まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議 平成 30 年 1 月 16 日

　第４回総合戦略会議を、総合戦略推進
委員８名と事案説明のための役場管理職 5
名、事務局山口次長ほか 2 名、総勢 16 名
で開催しました。
　本事業は平成 27 年度から実施し５ヶ年
計画の折り返し年度であり、なお一層加
速させなければならない。77 項目の戦略
項目の内、現在実施が 56 項目で実施率
75％、新規事業の「サテライトオフィス」
誘致事業を追加し、道志村の活性化を図ると共に、移住者の増加も期待できる。
　一方、子育て支援策での一時預かり保育の時間延長や、交通弱者への公共交通の在り方、移住
者のための住宅建設の一部補助など、大変重要な事項において検討中であることなどから、今後
も戦略会議・建設厚生常任委員会において継続して推進していきます。

戦略推進会議の様子
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質
問

答
弁

平
成
27
年
12
月
定
例
会

議会の考え

質
問

答
弁

平
成
27
年
12
月
定
例
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

確
保
は

平
成
25
年
度
は
5
名
の
協

力
隊
員
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
︒
平
成
28
年
度
は
活

動
が
村
の
要
望
と
一
致
す

る
人
を
３
名
募
集
す
る
予

定
で
す
︒

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
設
置
は

村
民
の
利
便
性
か
ら
も
必

要
な
施
設
で
あ
る
︒

コ
ン
ビ
ニ
か
、
ミ
ニ
ス
ー

パ
ー
が
よ
い
の
か
検
討
中

で
あ
る
︒

その結果今は

●第１次協力隊員（5 名）   
　　村内定住 4 名、家族合計 10 名が定住　
●第２次協力隊員（3 名）

　　農業の６次産業化に取り組んでいます。
　　村内定住 3 名、家族合計７名

村民の要望の多いコンビニ設置や既存店舗
との関係、設置形態について検討中である。

村民の要望の多いコンビニ
設置を要望していく。

人口減少対策の観点からも
平成 31 年以降も継続するよ
う要望していく。

あの一般質問は今…
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紹 
介
しょうかい

　

株
式
会
社
ど
う
し
は
、
道

志
村
内
で
「
道
の
駅
ど
う
し
」

「
道
志
の
湯
」「
と
う
ふ
屋
ほ

た
る
」
の
３
施
設
、
横
浜
市

保
土
ケ
谷
区
松
原
商
店
街
で

「
道
志
情
報
館
水
カ
フ
ェ
ど
う

し
」
と
、
合
計
４
つ
の
施
設
・

店
舗
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
「
道
の
駅
ど
う
し
」
で
は
、

農
産
物
生
産
出
荷
組
合
の
朝

採
野
菜
や
お
漬
物
、
道
志
の

食
材
を
使
っ
た
加
工
品
「
豆

腐
屋
ほ
た
る
」
で
は
、
道
志

産
大
豆
と
道
志
村
の
清
涼
な

水
を
使
い
作
ら
れ
た
３
種
類

の
豆
腐
や
、
お
か
ら
ド
ー
ナ
ッ

ツ
が
人
気
で
、
お
客
様
か
ら

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
ど
う
し
手

づ
く
り
キ
ッ
チ
ン
で
は
道
志

産
ク
レ
ソ
ン
な
ど
の
食
材
を

活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し
、

お
客
様
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

来
年
４
月
に
は
20
周
年
を

迎
え
ま
す
。
全
ス
タ
ッ
フ
22

名
で
今
ま
で
以
上
に
皆
様
に

愛
さ
れ
る
道
の
駅
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
「
道
志
の
湯
」
は
ス
タ
ッ
フ

７
名
で
、
平
成
24
年
４
月
よ

り
当
社
で
運
営
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
薪
を
燃

料
に
し
た
柔
ら
か
い
お
湯
で
、

村
内
外
の
お
客
様
よ
り
、
良

質
な
温
泉
と
し
て
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
一
同
村
民
の
皆

様
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
道
志
情
報
館
水
カ
フ
ェ
ど

う
し
」
は
、
ス
タ
ッ
フ
３
名

で
水
源
地
道
志
村
の
魅
力
を

横
浜
市
の
皆
様
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
特
産
品
の
販
路
拡
大
観

光
案
内
や
誘
客
、
地
域
間
交

流
・
地
域
情
報
発
信
・
田
舎

暮
ら
し
・
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を

案
内
す
る
総
合
拠
点
と
し
て
、

平
成
28
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
ど
う
し
、
全
ス

タ
ッ
フ
34
名
で
道
志
村
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

指
導
を
心
よ
り
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

道の駅どうしスタッフ

㈱　

ど
う
し

専
務
　
池   

谷
　
実
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編
集
後

記

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　 

菅
谷
　
政
文

　
副
委
員
長
　 

佐
藤
　
長
久

　
委

員
　 

杉
本
　
孝
正

　
委

員
　 

佐
藤
　
　
進

地域が元気でいてほしいと想う
　

風
光
明
媚
で
水
と
空
気
に
恵
ま
れ
た

道
志
村
神
地
（
神
の
地
）
を
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
感
じ
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ご
と
く
家
族
４
人
で
移

り
住
み
、
地
域
住
民
の
温
和
さ
、
ゆ
っ

く
り
流
れ
る
時
間
に
魅
了
さ
れ
、
ク
レ

ソ
ン
栽
培
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
（
森
の
農
園
）

と
名
付
け
１
９
８
６
年
創
立
。
寒
冷
地

で
あ
る
た
め
夏
秋
良
品
産
地
で
す
が
、

周
年
栽
培
を
す
る
た
め
と
苗
保
存
の
た

め
、
富
士
山
の
ま
わ
り
に
ク
レ
ソ
ン
圃

場
を
32
年
か
け
て
増
や
し
て
き
ま
し
た

（
２
０
０
２
年
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取
得
）。

　

現
在
は
格
付
担
当
者
４
名
を
含
む
、

10
名
程
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
８
地
域

で
生
産
し
多
く
は
2
つ
の
生
活
協
同
組

合
｛
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
受
賞
し
環
境
や
資
源
を
保

全
し
、
持
続
可
能
な
進
化
を
目
標
と
し
優
れ

た
取
り
組
み
を
行
う
企
業
・
団
体
｝
及
び

こ
だ
わ
り
レ
ス
ト
ラ
ン
、
直
売
所
で
販

売
、
地
球
の
上
で
元
気
に
楽
し
く
活
動

し
遊
ぶ
た
め
に
は
何
よ
り
、
地
球
そ
の

も
の
が
元
気
で
い
て
く
れ
る
事
が
前
提

で
地
球
が
劣
化
し
な
く
て
、
自
然
か
ら

の
シ
ッ
ペ
返
し
が
な
い
様
に
、
自
然
に

勝
た
な
い
農
業
で
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
拮
抗
・
共
生
を
重
ん
じ
る
事
を
心
が

け
ガ
ン
バ
リ
続
け
ま
す
。

フォレストファーム

代表　中垣   勝弘   

　

記
録
的
な
寒
さ
の
続
い
た
冬
も
、
梅

の
花
の
開
花
と
共
に
緩
ん
で
き
ま
し

た
。
会
期
10
日
間
の
３
月
定
例
会
は
、

「
道
志
村
副
村
長
の
定
数
を
定
め
る
条

例
」
を
含
め
た
39
の
議
案
を
審
議
、
可

決
し
終
了
し
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
に

お
い
て
、
私
達
議
員
も
２
年
が
過
ぎ
、

折
り
返
し
地
点
に
入
り
、
長
田
村
長
２

期
目
と
共
に
、
村
民
に
真
価
を
問
わ
れ

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
議
員
一
人
一

人
が
村
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
現
状
を

把
握
し
議
会
活
動
に
邁
進
し
て
行
き
ま

す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
お
い
て
も
、
村
民
の

皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す

い
、
を
心
掛
け
編
集
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

佐
藤
進
）


